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皆んな投票しましょうグ

畏棄言葉
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治
は
品
者

が
童
穫
で
す
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裁判所裁判官闘技審査

投
罷
所
の
蛮
麗

布
佐
官
凧
の
部
・
離
は
都
腎
年
舘
に

今
ま
で
布
佐
東
町
一
部
町
地
区
、
務
総
放
は
布
仲
間
支
所
が
投
票

所
で
し
た
が
、
都
背
年
館
に
変
更
に
な
号
ま
し
た
。

並
木
投
額
所
は
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中
央
公
民
館
に
投
票
所
を
新
設

従
来
第
一
e

小
学
校
が
役
務
所
だ
勺
た
双
柚
摘
が
一
線
分
制
制
さ
れ
今
ま
で
時
務
…
小
教

納
税
の
ほ
か
い
い
中
央
公
険
制
糊
が
投
滋
所
在
し
て
部
刺
殺
害
杭
ま
し
た
e

こ
め
は
か
‘
…
蝉
即

時
総
楠
棋
で
は
投
綴
術
的
変
哨
院
が
あ
号
ま
す
。
嚇
繍
教
の
と
魯
M
M

、
入
総
明
券
を
蹄
品
て
も
う

波
紋
嬢
紛
を
織
か
め
ま
し
ょ
う
。

内
ほ
か

品
脱
水
役
務
総

が
今
ま
で
久

守
家
漁
り
一
に

あ
り
ま
し
た

が
、
今
度
ア

ピ
コ
フ
ァ
ミ

リ
ー
ポ

i
ル

向
先
に
(
プ

レ
ハ
ブ
仮
設

投
祭
所
)
変

更
に
な
り
ま

し
た
。

公
務
等
で
投
襲
所
へ

宥
け
な
い
方
は
不
在
者
投
票
を

選
挙
す
る
方
は
、
投
票
当
日
十
昌
)
か
ら
投
薬
品
開
設
(
十
一

校
繋
所
へ
行
っ
て
投
察
す
る
の
月
九
自
)
午
後
五
時
吋
ま
で
、
哨
臓

が
臨
時
別
別
で
す
が
、
当
日
が
公
務
挙
M
E
務
委
員
会
で
殺
し
玄
て
が

絡
で
投
薬
品
問
へ
ん
打
け
な
い
人
も

出
向
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
の

た
め
に
例
外
的
、
に
紋
け
ら
れ
た

の
が
不
夜
翁
総
務
制
俊
明
、
す
。

不
骨
鴨
品
鳴
品
棋
櫨
柵
描
崎
・
織
は
・••••• 

齢
制

的
経
後
外
に
お
い

後
楽
し
て
い
る
者

畿
や
む
を
得
な
い
削
川
務
的
た

め
お
一
何
時
抽
出
前
町
村
に
織
率
し

て
い
る
泰
樹
例
:
;
:
お
穫

の
手
総
い
、
以
劫
聞
か
ら
予
約

し
て
い
た
旅
行
奄
法
古
学
‘
病

気
的
看
療
等

動
噂
投
富
市
5
泣
く
が
出
産
予
定

g
の
た
め
、
歩
行
が
著
し
〈

国
間
臨
時
な
者
(
こ
れ
は
、
投
票

尽
き
毘
に
は
歩
行
が
不
可
能

と
な
る
で
あ
ろ
う
左
い
う
だ

け
で
よ
い
わ
け
で
す
。
)

@
接
点
品
さ
れ
た
融
情
際
に
入
隊

し
て
い
る

鉱
山
尚
者

後
糊
械
は
捌
内

M
M
必
勝
惜
か

投
察
用
紙
に
は

ハ

ツ

キ

リ

と

投
業
所
で
は
も
家
議
陪
制
強
制
自
民

滋
挙
投
菌
剤
と
最
高
裁
判
判
所
裁
制
判

官
厨
民
審
査
投
薬
が
問
問
蒔
に
{
む

な
わ
れ
ま
す
。

受
け
付
け
を
経
て
は
じ
め
に

渡
さ
れ
ま
す
黒
字
で
印
間
刑
さ
れ

て
あ
る
投
楽
用
紙
が
幾
議
院
綴

良
選
挙
向
机
明
日
系
闘
用
紙
で
す
。

投
薬
用
紙
に
は
司
品
附
抽
問
者
的

氏
名
を
は
っ
き
り
と
幾
き
‘
削
船

闘
す
や
械
情
ゅ
は
議
き
こ
ま
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
崎
間
愉
問
緩
め

氏
名
奇
数
い
た
と
こ
ろ
に
伊
仙
紙
ツ

や
仙
問
機
を
機
事
加
え
た
号
し
た

校
総
川
川
、
閥
聞
W
市
内
際
に
然
効
札
制

緩
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
か

ら
せ
っ
か
く
の
投
察
が
無
駄
に

牢
っ
て
し
ま
い
草
す
。

7障から

まで

790 

午
投票時間

午
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|臨民算金i

齢
年
金
は

六
十
五
か
ら
支

篠
山
山
倒
的
隊
隊
第
金
制
燃
が

臨
拘
泥
し
て
か
ら
十
年
が
す
宮
、

除
制
ゃ
か
ら
十
年
年
金
と
よ
ば
れ

る
蜘
閣
総
納
品
品
品
開
年
金
的
支
給
が

繍
絵
さ
れ
、
同
闘
側
同
年
金
制
皮
に

よ
せ
る
期
待
と
関
心
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

図
民
年
金
制
度
は
‘
老
齢
、

廃
疾
ま
た
は
死
亡
に
つ
い
て
必

要
な
給
付
を
行
な
い
ま
す
が
、

こ
の
う
ち
制
皮
肉
中
核
で
あ
る

老
齢
年
金
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

一
い
た
し
ま
す
ソ

一
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
を
受

-
け
る
に
は
、
原
則
附
と
し
て
保
険

二
料
を
納
め
た
期
制
問
と
保
険
料
を

免
除
苦
れ
た
期
間
を
あ
わ
せ
た

び

糊
刑
附
聞
が
必
…
十
気
年
以
ぶ
あ
白
リ
‘

ム
ハ
十
近
級
以
上
で
あ
る
w

切
と
が

必
援
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
制
腕
療
が
発
絶

し
た
議
時
吋
骨
肉
鈴
的
人
は
、
一
一
十

五
年
間
と
い
う
紛
燃
を
機
た
す

ニ
と
が
で
き
を
い
の
で
受
絵
資

裕
樹
制
限
を
大
豆
近
年
間
同
月
一
円
旬

以
前
に
ゑ
ま
れ
た
人
は
十
年
、

昭
和
五
年
四
月
一

aN品
擦
に
生

ま
れ
た
人
H
H

二
十
間
同
年
と
さ
れ
、

こ
の
間
関
十
年
か
ら
一
一
十
間
関
寧
ま

で
一
年
き
ざ
み
で
短
情
聴
き
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
大
豆
五
年
間
間
四
月
一

a

N
M
A
関
に
生
ま
れ
た
人
に
つ
い
て

は
、
組
甘
に
糊
嫡
問
問
を
何
程
抽
糊
し
た
#
品

毒草

県児
車部
人波
i与え b、
よら当
灘十
響識
し来
て灘
、、ま
るで
方

1n 広{議3!義務{濯物銃汚〕

問
哨
拘
刊
開
問
十
八
年
隊
約
丹
か
ら
党

議
手
掛
刊
の
支
給
対
象
出
品
掛
臓
が
十

地
凧
米
満
的
犯
遂
に
広
げ
ら
れ
ま

わ'。
児
童
手
翁
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
信
次
丹
ガ
で
す
。

v
a本
閣
内
に
検
品
問
が
あ
る

恥

}

ル

与

一
軍
十
八
歳
未
満
の
克
盆
が
三

人
以
上
養
育
し
て
お
号
そ
ぬ

う
ち
十
議
未
満
の
用
品
塞
が
い

僧
令
台
付

V

そ
の
人
的
前
年
の
綬
入
が

…
史
的
領
(
泌
総
開
問
十
六
年

の
校
入
が
扶
養
毅
後
五
人
的

場
合

r…
一
百
三
一
ト
二
万
内
務

絞
)
以
下
で
為
る
こ
と
但
出
品

榔
鯨
予
滋
H
M

各
組
慌
の
公
的
問
年
金

や
児
波
紋
梯
常
温
T
点
到
な
ど
を
受

け
て
い
る
人
で
も
支
給
さ
れ

ま
す
。

閥
均
幾
多
幾
的
支
払
加
を
受
け
る

鈴
年
金
が
支
給
き
れ
ま
す
'e

た
と
え
ば
、
閥
明
治
開
閉
十
蕊
年

鶴
湾
問
詩
叫
品
約
に
生
ま
れ
た
人

H
M

側
同
年
但
金
持
、
大
成
五
年
削
問

符
丹
…
時
制
場
内
ま
れ
の
人
は
む
揮
。
…

A
H
n
T
こ
の
脇
村
倒
的
滋
数
年
品
臓

が
風
流
出
り
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
滋

品
陣
学
金
H

ぺ
七
十
時
械
に
な
る
ま

で
支
給
寄
れ
る
ふ
制
慾
年
金
マ
、

七
十
縫
か
ら
は
祭
儀
綴
絞
年
余

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
き
れ
て

い
ま
す
。

タバコは市内でかいましょう

智1年Pまは
6，700Jjllf‘ 
デ'‘コ消費総
Ihtiに人η.
l-/.こ

た
め
い
い
は
議
役
泌
総
数
綴
務
付
附

伸
、
出
叩
鴻
糊
し
て
く
幻
善
い
e

公
務
終
的
方
は
そ
内
紛
務
先

へ滅的
方
は
僻
哨
釦
刊
附
間
十
八
都
問
問
料
円

か
ら
で
す
が
、
受
け
付
け
位
十

二
汚
か
ら
市
役
所
綴
社
前
哨
務
所

で
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
支
払
和
対
象
究
室
内
う

ち
開
暗
殺
問
問
十
八
年
凶
H

月
に
小
学

校
入
学
技
金
(
三
千
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
)
こ
れ
も
十
二
月

か
ら
受
け
付
け
ま
す
か
ら
該
当

す
る
人
は
、
手
間
固
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
〈
公
務
員
の
方

も
仲
間
所
柏
崎
で
支
給
さ
れ
ま
す
の

で
公
務
災
の
お
も
含
み
ま
す
)

な
お
、
線
級
に
つ
い
て
は
市

役
所
一
議
後
世
帯
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
〈
応
事
い
。

品
品
鈴
年
金
的
綴
は
、
保
険
料

を
抽
納
付
し
た
制
期
間
と
保
険
料
を

免
除
き
れ
た
期
間
が
基
礎
と
な

っ
て
計
算
き
れ
て
い
ま
す
。
保

険
料
二
十
五
年
間
完
納
者
で
、

年
額
九
万
六
千
円
(
月
額
八
千

阿
)
で
す
が
‘
保
険
料
四
十
年

完
約
者
で
は
年
額
十
五
万
三
千

六
否
問
〈
月
額
一
万
二
千
八
百

円
〉
に
な
り
ま
す
a

こ
の
よ
う
に
、
納
付
期
間
が

授
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
、
一
多
い
年

金
制
酬
を
佼
け
ら
れ
ま
す
が
、
ど

ん
な
に
納
入
期
附
が
後
〈
て
も

そ
的
関
に
米
仙
制
的
月
が
多
か
っ

た
り
、
免
除
の
月
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
年
品
邸
側
酬
が
滅
晶
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

務
貼
肺
結
ザ
金
は
、
ム
ハ
J
T
ヤ
脱
線
か

ら
支
給
が
始
ま
り
ま
す
が
、
ム
ハ

〕
十
歳
か
ら
で
も
繰
上
げ
て
受
け

す
一
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
湯

川
一
合
六
十
歳
か
ら
六
ト
四
歳
ま
で

人
一
の
捌
を
ち
、
い
つ
で
も
支
給
を

山
一
希
望
し
た
と
き
か
ら
老
齢
年
金

制
一
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
昨
年

日
一
金
額
は
、
六
ト
五
歳
か
ら
受
け

伽
一
る
老
齢
年
金
制
聞
か
ら
一
史
的
叡

い
れ
一
合
で
減
額
し
て
支
給
き
れ
、
死

l
一
亡
す
る
ま
で
そ
の
減
額
き
れ
る

凶
赤
字
小
、
印
刷
制
の
投
疑
問
問
抵
執

刀
は
銭
高
裁
図
表
袋
容
品
柄
祝
祭

主
絞
殺
際
綴
悶
周
滋
挙
的
役
繋
が

?
す
む
と
‘
滋
ネ
で
隊
問
樹
事
れ
た

三
級
官
附
鋭
利
品
開
漁
村
府
寝
間
関
制
民
噂
皆
殺

に
…
投
液
制
mM恥
が
榔
州
事
れ
ま
す
礎

γ.

之
内
総
務
附
聞
紙
は
、
後
併
関
脇
棋

…
・
料
品
川
鶴
例
制
判
絞
め
氏
名
が
向
州
制
明
答

れ
て
あ
り
ま
す
か
九
、
あ
を
た

7

が
鋭
利
脚
践
を
や
め
寄
せ
た
い
と

九
慾
う
人
丹
氏
名
の
し
ム
的
側
慨
に

X

.
出
仰
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
や
め

さ
せ
た
い
人
が
九
活
け
れ
ば
x
h
w

ア
岳
町
記
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ

「
ん
か
ら
そ
丹
ま
ま
投
蒸
し
て
〈

‘
だ
き
い
。

今
ま
で
の
僚
で
は
、
よ
く
衆

~
議
続
議
長
選
挙
丹
投
棄
湾
紙
と

ア
ま
ら
が
え
て
、
衆
議
仲
間
議
員
授

「
油
問
者
の
氏
名
を
察
い
た
り
、

O

T

巾
印
を
仲
付
し
た
り
し
た
投
世
相
誌
が
あ

T

9

ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い

E

て
も
h
m
効
投
薬
と
し
て
取
り
滋

わ
れ
ま
す
a

市
中
は
変
わ
ら
を
い
の
で
、
繰
上

げ
支
給
を
受
け
る
の
は
不
利
者

溺
も
あ
り
ま
す
9
#
品
払
蹄
年
金
的

支
払
い
は
、
支
払
日
月
時
総
同
月
ま

で
の
コ
一
ヵ
月
分
が
支
払
わ
れ
、

現
在
二
月
、
五
月
、
八
丹
、
十

d
Rが
支
払
月
と
決
め
ら
れ
て

お
9
ま
す
が
、
昭
和
鐙
十
八
年

か
ら
、
一
一
一
月
‘
六
月
、
九
符
丹
、

十
一
一
月
に
変
わ

q
ま
す
め
で
ご

注
意
〈
だ
幸
い
。
然
体
隅
終
を
き

ち
ん
と
絞
め
て
六
十
笈
殺
に
な

り
ま
し
た
ら
、
年
金
銭
的
窓
口

に
そ
な
え
て
あ
る
議
鯵
浮
念
総

出
品
綴
求
ゆ
慨
に
よ
号
滋
求
し
て
い

た
だ
〈
こ
と
に
な
号
ま
す
。

出
陣
後
制
竹
内
米
拙
柄
欄
網
棚
拘
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
な
る
べ
く
本
〈
絞

め
て
安
心

L
て
噸
品
数
都
中
金
舎
、

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
撃

ま
し
ょ
う
各

関
同
縁
組
?
年
金
創
刊
は

盟
十
箆

H
H
絞
め
て
脊
創
刊
に

日
間
関
民
健
療
保
時
間
制
怖
と
図
阻
民
年

金
保
険
制
竹
H
H

、
毎
年
三
月
十
五

5
ま
で
に
行
な
わ
れ
る
所
得
税

の
皐
安
(
古
市
民
税
、
国
昨
日
民
税
の

申
告
)
の
と
き
社
会
保
険
料
控

品
開
と
し
て
↓
所
得
か
ら
差
し
引
か

れ
ま
す
“

本
年
一
廷
か

ι
t二
向
月
中
に

絞
め
た
金
制
閉
H
H
金
綴
織
除
き
れ

ま
す
め
で
、
回
明
利
刊
開
閥
十
七
年
後

分
は
も
お
ろ
ん
淡
約
分
を
仙
閉
め

て
も
後
滋
し
ま
す
の
で
今
月
中

に
絞
め
て
や
血
闘
を
骨
骨
制
刊
に
し
て

く
だ
毒
い
@

h
E

甲
山
然
・
年
総
の

ゴ

ミ

収

総

十
一
凶
丹
江
…
十
一
日
か
ら
籾
年

汚
制
問
自
ま
で
の
五
日
開
問
は
、

年
末
お
よ
び
年
始
的
休
暇
的
た

め
ゴ
ミ
収
集
は
休
ま
ぜ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

こ
の
絡
は
、
宇
各
家
底
力
保
管

し
て
い
た
だ
き
路
上
等
に
積
み

上
げ
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
明
年
一
月
五
日
か
ら

は
平
常
ど
お
り
ゴ
ミ
収
集
を
行

な
い
ま
す
。

ス

キ

i
教

塗

ス
ポ

i
ヴ
救
出
識
の
一
一
機
在
し

て
次
的
主
お
号
ス
キ
}
数
盗
を

問
問
縫
い
た
し
ま
す
。
一
人
で
も

み
る
い
は
ご
家
銭
連
れ
で
も
お

気
軽
に
参
務
く
た
さ
い
。

V
糊期信

A
紋
一
月
十
九
呂
(
夜

行
)
i
二
十
二
日
自
殺
二

汚
二

g
(夜
行
)
i
五
日

(
各
金
問
噛
夜
土
自
月
)

曹
袋
一
前
新
潟
県
世
出
場
ス
キ
l

場
V
人線開

A
品取

B
般
名
附
悶
十

・9
世
(
党
務
附
閥
、
市
品
開
汽
に
な
り

次
務
締
め
切
れ
ザ
ま
す
ο
)

V
会
資
六
千
附
門
{
柑
倒
的
問
資
‘

官
凡
浦
瑚
然
、
コ
!
チ
料
、
総
叫
糊

縄
問
索
令
〉

曹
資
制
棉
潟
市
門
に
政
仙
閥
、
燃
や
、

議
齢
期
的
も
の

曹
コ
ー
ス
初
心
者
、
初
級
、

中
間
料
、
上
級
内
側
コ
ー
ス

亨
申
し
込
み
先
教
育
祭
員
会

社
会
教
育
潮
時

十
二
月
の
育
児
相
談

十
一
一
月
町
育
児
相
談
を
次
円

g
程
で
行
な
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

時
間
は
、
い
ず
れ
の
会
場
も

午
前
十
時
か
ら
十
一
待
コ
一
十
分

ま
で
と
午
後
一
時
か
主
ニ
詩
ま

で
で
す
。

お
知
ら
せ
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i
ナ
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